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1. 池田薬局かわぐち店　佐藤美保さん「気軽に相談に来て頂けるよう、努めていきたいです。」
2. 県北営業所　安保圭一郎さん「地域の皆さんに信頼され、頼られる存在になりたいです。」
3. 経理・財務部　小野明浩さん「生まれ育った地元の企業で働ける事に感謝の気持ちを忘れずに頑張ります。」
4. わかば企画室　藤巻恵梨子さん「スタッフと一緒に目の前の方・地域の方に善力をつくします。」

池田グループ広報誌
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FRESH GREEN（フレッシュグリーン）
〒015-0065
秋田県由利本荘市荒町字真城79-1
TEL：0184-74-5505   FAX：0184-74-5501
http://freshgreen.jp
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至 由利本荘市内

至 秋田市至 にかほ市
日本海東北道
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小友小

万願寺

フレッシュグリーンは、

12月20日（木）
12月29日（土）～31日（月）15時～17時
店頭又はお電話にてご予約ください。

予約締切：
受け渡し日：
予約方法：
限定販売の為、予定数量に達し次第締め切りとさせていただきます。
お早めにご予約くださいませ。

数量限定

200個
予約締切

12/20
15,000円（税込）

ご予約承り中

フレッシュグリーンのおせち

ネット　　ご購入
重兵衛トマト、ジュースが

頂けるようになりました！

0184-74-5505お問い合せ フレッシュグリーン

から

QRコードにてアクセス URLにてアクセス
スマートフォンにて
右のQRコードを
読み取ってください。
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重兵衛オンラインショップ　  へのアクセス方法

以下のいずれかの方法でアクセスできます

https://jube.buyshop.jp

スマートフォン又パソコンでネットを開き
上記URL を入力してください



佐藤 海遥さん
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第 141 回 秋田県

㈱池田  本荘営業所
渡邊 淳さん

今年の種苗交換会が 10月 30 日～ 11 月 5日の 7日間で開催され、弊社も出店させて頂きました。

期間中、我々のブースに足を運んで下さった皆様には深く感謝申し上げます。今年は出展場所も良

く、天気にも恵まれ大勢の方にご来場頂きました。その際「農業アンケート」の記入にご協力頂き

ました。これは生産者の皆様が実際に感じている事、問題や課題などをありのままに書いて頂き、

今後の弊社営業マンに繋げるべく実施しました。皆様のご協力により、期間中 800 枚を超えるア

ンケートを頂きました。また、今回は「スマート農業」のような次世代農業に、関する新しいアイ

テムや「ドローン」「農薬散布ボート」などの農薬散布にも力を入れて展示しました。ご来場頂い

た皆様の今後のご活躍に少しでもお役に立てて頂ければ幸いです。今後ともよろしくお願いします。

今年度も種苗交換会ではヤマハブースを設け、産業用無人ヘリコプター FAZERR、散布
用ボート WATERSTRIDER の展示もしました。産業用ボートは、田んぼの中を「ボート
が走る」というインパクトに来場された皆様は興味津々でした。また、今期から販売と
なるヤマハ製ドローン YMR-08 を始め、秋田スカイテックが取扱いしている農薬散布用
のDJI 社製のMG-1A、自動航行用のMG-1P RTK の展示も行いました。それぞれ異なる特
徴をもつ、農薬散布ドローンやリモートセンシング用アプリ（SkymatiX 社製【いろは】）
にも、興味を持って頂きました。秋田スカイテックは機体販売及び、メンテナンス、認
定証取得のアカデミー、請負防除の事業を無人へり・ドローンで行っています。ドロー
ンや無人ヘリに関してご不明な点やご質問がありましたら、どうぞお気軽にご相談くだ
さい。

スカイテックから広げる防除の未来

日本の農業の現場では、課題の一つとして、担い手の高齢化が急速に進み、労働力不足
が深刻となっています。そこで、スマート農業を活用することにより、新規就農者の確
保や栽培技術力の継承が期待されております。スマート農業の例として弊社ブースに展
示しておりました BOSCHの「プランテクト」という商品があります。これは AI の技術
を生かし、病気の予測を行う事が可能となります。スマートホンやタブレット端末を使
用して、より管理を集約して作業効率をあげることに繋がります。これからの時代に池
田として、生産者の皆様に一つでも多く「新しいモノ」「役に立つモノ」を紹介していき
たいと考えております。

Check!

超大型パイプハウスを使用した池田ブース

「MEDプレゼン秋田2018」に参加いたしました。

池田 哲也さん

池

田薬
局 たで沼店

「日本糖尿病学会 第 56回 東北地方会」に参加いたしました。
発表内容：在宅医療におけるメディカルケアステーションの糖尿病患者への活用事例について

池田薬局中央店／木村健太
訪問による薬剤指導、栄養指導がきっかけで血統コントロールが
安定した症例について

池田薬局きさかた店／白崎純也
在宅として認知症合併高齢糖尿病患者にフリースタイルリブレで
血統コントロールを行った一症例、及びアルコール依存症患者へ
訪問薬剤指導として介入した一症例について

発表内容：唯一無二のプレゼント ～訪問看護師だから救われた事～

秋田県 NST 研究会にて、摂食嚥下障害にて在
宅訪問開始となった 1 例について報告させてい
ただきました。発表の対象となった患者様に対
して、現在は月 2 回の訪問でレシピ提案や調理
指導等を行っています。この方の介入では他職
種の連携により、最終的には食上げにつなげる
ことができました。多職種での連携があるから
こそ共通の情報を共有でき、方向性のずれがな
い指導につなげることができたと感じていま
す。在宅では家庭ごとに食事の時間や回数、経
済状況などが異なります。その家庭の状況に合
わせた支援、指導を行うことが大切であり、難
しい点であるため、臨機応変に対応できるよう
なスキルを身につけていかなければならないと

埼玉県にある池田薬局 FRESHGREEN 蕨東口店へ健康相談会の支援
に行ってきました。10 時から相談会が始まったのですが、野菜を
買う方、相談をする方、処方箋を持っている方が同時に訪れ混み合っ
ておりました。健康相談では「透析寸前でどう気をつけたらいいの
かわからない。」「脂肪肝と言われたがどういうこと？」等のご相談
があり、健康に不安を抱えている方がたくさんいる事を通感しまし
た。同時に今健康サポート薬局がするべき事が見えてきて、大変有
意義な健康相談会でした。
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「第21回秋田県NST（栄養サポートチーム）研究会」
に参加いたしました。

11月17日に FRESHGREEN蕨東口店にて
健康相談会を開催しました。

発表内容：摂食嚥下障害にて在宅訪問栄養開始となった一例について

スマート農業とは
スマート農業（スマートアグリ）とは、ロボッ
ト技術や情報通信技術（ICT）などを活用して、
省力化・精密化による高品質の生産を実現す
るために推進している新しい農業のことです。

写真：秋田魁新報社様提供

MED プレゼン秋田 2018 では、訪問看護を通して私に生きる勇気や逞
しさを与えてくれたことを紹介させていただきました。かけがえのない
時間を自分にしか生きられない時間を丁寧に生きる、そんなことを自分
自身でも改めて考えることができた、貴重なイベントだったと感じてい
ます。楽しい事、悔しいこと、愛おしい事、憎まれること。ひとり一人に日々
いろんなニュースがありますが、今を自分を大切に、自分にしか歩めな
い一歩を歩んでいきたいと思っています。あなたの一歩をもし躊躇して
いて、訪問看護が背中をそっと支えられるかもしれないのならば、ぜひ
お声がけくださいね。

その他弊社からの発表者

実感しています。また、他職種との情報共有から連携をとり、食事や
栄養について他職種へアプローチをしていく必要があると感じました。
まだまだ経験不足・知識不足ではありますが、在宅の栄養管理につい
て学び、患者様やご家族のご期待に添えるよう努力していきたいです。

由利本荘市は在宅医療の進んでいる地域で、多くの施設と職種にて在
宅ケアに当たっております。 そのため、施設間での連携や情報伝達が
大きな課題となります。 当チームでは、施設間における連携や情報伝
達にメディカルケアステーション（MCS）を活用しております。 MCS
はパソコンやスマートフォンで簡単に使用が可能で、それぞれの施設
間での一人の患者様の情報共有を速やかに図ることができます。 ある
患者様ですが、約２ヵ月間の在宅ケアの甲斐があり血糖値を安定させ
ることができました。 当チームでは在宅ケアに加えて、退院支援や在
宅での看取りも行っております。 今後も由利本荘市の在宅医療に貢献
して参りたいと考えております。
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10月 28日@由利本荘ナイスアリーナ
「地域で命を支える」をテーマに医療や介護に関わる人達が意見発表する、

11月17日@仙台国際センター
糖尿病の学術研究活動の更なる発展、糖尿病の治療・予防の更なる向上、未来を担う人材養成の推進を目的とした
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11月10日＠日本赤十字秋田看護大学
各職種の栄養サポートメンバーが「気軽に演題を出し、出席、討論を行う」ことを目的とした
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